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★
地
下
鉄
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
が
目
に
つ
い
た
。

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
、
新
潟
市
の
中
学
校
か
ら

帰
る
途
中
に
拉
致
さ
れ
て
か
ら
42
年
の
時
間
が

経
過
し
た
。
何
時
に
な
っ
た
ら
、
め
ぐ
み
さ
ん

の
帰
還
が
実
現
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
待
ち
わ
び
る
両
親
は
高

齢
と
な
り
、
元
気
な
う
ち
に
会
わ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。

★
昭
和
34
年
12
月
14
日
、
在
日
朝
鮮
人
の
北
朝
鮮
へ
の
帰
還

者
975
人
が
新
潟
港
か
ら
出
航
し
、
北
朝
鮮
の
清
津
へ
向
か
っ

て
、
今
年
で
60
年
と
な
る
。
当
時
の
大
新
聞
に
は
、
希
望
を

乗
せ
て
と
大
き
く
見
出
し
が
出
て
い
る
。
船
の
デ
ッ
キ
か
ら

手
を
振
る
帰
還
家
族
の
写
真
を
見
る
限
り
、
ま
さ
に
幸
せ
い
っ

ぱ
い
の
感
じ
で
あ
る
。
★
朝
鮮
人
帰
還
事
業
は
、
昭
和
34
年

初
め
頃
か
ら
動
き
出
し
、
北
朝
鮮
、
日
本
の
赤
十
字
が
窓
口

と
な
っ
て
、
帰
還
事
業
が
実
現
し
た
。
同
じ
ク
ラ
ス
の
子
が
北

朝
鮮
に
帰
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、
担
任
の
先
生
が
、
今
の

北
朝
鮮
は
、
日
本
よ
り
も
経
済
的
に
豊
か
で
あ
る
と
言
っ
て

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
★
朝
日
新
聞
な
ど
は
、
当
時
盛

ん
に
北
朝
鮮
は
地
上
の
楽
園
と
報
道
し
て
い
た
。
そ
れ
を
信

じ
て
、
日
本
で
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
人
た
ち
は
、
故
国

に
帰
り
、
差
別
の
な
い
社
会
で
、
頑
張
り
た
い
と
考
え
た
の
は

当
然
で
あ
る
。
★
帰
還
船
が
、
北
朝
鮮
の
港
に
着
く
や
否
や
、

地
上
の
楽
園
と
は
程
遠
く
、
貧
し
く
、
自
由
の
な
い
地
獄
の

よ
う
な
国
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
騙
さ
れ
た
帰
国
で
あ
る

と
気
が
つ
い
て
も
、
後
の
祭
り
で
あ
る
。
帰
国
者
の
大
多
数

は
、
差
別
と
貧
困
の
中
で
、
ま
さ
に
塗
炭
の
苦
し
み
の
中
で

の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
★
当
時
、
中
学
、
高
校
で
渡
っ
た
人

も
、
75
〜
80
歳
の
年
齢
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
を

信
じ
、
北
朝
鮮
政
府
と
結
託
し
た
朝
鮮
総
連
の
口
車
に
乗
せ

ら
れ
て
北
へ
行
っ
た
人
た
ち
の
人
生
は
、
取
り
返
し
が
つ
か
な

い
。
夢
と
青
春
を
返
せ
と
、
強
い
怒
り
を
覚
え
る
の
も
当
然

で
あ
る
。
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
そ
ん
な
事
を
考
え
た
。
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国
民
の
声
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
必
要

今国会、議論なしで閉会今国会、議論なしで閉会
これでいいのか強い批判の声これでいいのか強い批判の声

今国会、議論なしで閉会今国会、議論なしで閉会
これでいいのか強い批判の声これでいいのか強い批判の声

10
月
4
日
に
召
集
さ
れ
た
第
200
回
臨
時
国
会
は
12
月
9
日
に
閉
会

し
た
。
こ
の
間
、
皇
位
継
承
に
と
も
な
う
厳
か
な
皇
室
行
事
が
続

き
、
ま
さ
し
く
時
代
の
節
目
に
あ
た
る
国
会
で
あ
っ
た
。
今
国
会
に

は
内
閣
提
出
の
15
の
法
案
、
2
つ
の
条
約
が
提
出
さ
れ
た
が
、「
外

国
弁
護
士
法
」
を
除
く
、
法
案
と
条
約
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
内

閣
主
催
の
「
桜
を
見
る
会
」
を
巡
り
、
総
理
紹
介
の
参
加
者
名
簿
を

見
せ
ろ
、
そ
の
中
に
反
社
会
勢
力
の
人
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
い
や
名
簿
は
大
型
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
処
分
し
た
等
の
押
し
問
答

が
繰
り
返
さ
れ
、
会
期
中
、
一
部
の
委
員
会
を
除
い
て
、
審
議
ら
し

い
審
議
は
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
お
よ
そ
国
権
の
最
高
機
関
、
唯
一

の
立
法
機
関
と
は
思
え
な
い
。
先
進
国
の
中
で
こ
の
レ
ベ
ル
の
問
題

で
、
国
会
が
長
期
間
、
空
転
し
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
な
い
の
で
は

な
い
か
。
多
く
の
国
民
か
ら
、
国
会
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
強
い

批
判
が
起
こ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
世
界
は
急
速
に
変
化
し
て
い

る
。
日
本
も
そ
れ
に
対
応
し
、
世
界
の
競
争
に
勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

政
府
、
与
野

党
含
め
た
国

会
議
員
も
お

互
い
に
反
省

し
、
国
の
抱

え
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、

真
剣
に
議
論

を
交
わ
し
、

日
本
の
将
来

に
立
ち
向
か

わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時

で
あ
る
。
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御
み
法
のり
川
かわ
国土交通副大臣に
要望書を手渡す

新しい国道1号バイパス建設促進議員
連盟総会で挨拶する二ノ湯議員




























































新
し
い
国
道

新
し
い
国
道
11
号号

　
　
　
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
議

　
　
　
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
議
連連

建
設
実
現
に
向
け
、
総
会
、
陳
情

建
設
実
現
に
向
け
、
総
会
、
陳
情

参
議
院
自
民
党
勉
強
会
の
中
間
報
告

参
議
院
自
民
党
勉
強
会
の
中
間
報
告

政
府
、
党
の
幹
部
に
手
渡
す

政
府
、
党
の
幹
部
に
手
渡
す

「
未
来
の
京
都
を
つ
く
る
会
」

「
未
来
の
京
都
を
つ
く
る
会
」

事
務
所
が
開
設

事
務
所
が
開
設

自
民
党
参
議
院
幹
事
長
世
耕
弘
成
氏
の
音
頭

で
、
参
議
院
自
民
党
内
に
、「
不
安
に
寄
り
添

う
政
治
の
あ
り
方
勉
強
会
」
を
立
ち
上
げ
、
計

6
回
の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。
勉
強
会
は
、
10

月
25
日
に
ス
タ
ー
ト
、
11
月
27
日
に
終
わ
っ

た
。
多
く
の
議
員
が
参
加
し
、
そ
の
都
度
、
講

師
に
招
い
た
専
門
家
、
有
識
者
と
議
論
を
交
わ

し
た
。
参
議
院
議
員
は
各
分
野
に
精
通
し
た
専

門
家
が
多
く
、
傾
聴
に
値
す
る
意
見
が
出
さ

れ
た
。
良
識
の
府
、
熟
議
の
参
議
院
と
し
て
、

じ
っ
く
り
と
腰
を
落
ち
着
け
て
、
将
来
の
我
が

国
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
勉
強
、
研
究
を
重

ね
、
政
府
及
び
各
界
に
政
策
提
言
を
す
る
必
要

国
道
1
号
線
は
我
が
国
の
3
大
都
市
圏
を
結

ぶ
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
が
、
滋
賀
県
と
京
都

府
間
は
、
未
だ
に
片
側
1
車
線
で
、
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
解
消
す
る
た
め
に
、
京
都
府
と
滋
賀
県
選
出

の
自
民
党
国
会
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
、「
新

し
い
国
道
1
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
議
員
連

盟
」
を
、
昨
年
春
に
立
ち
上
げ
、
バ
イ
パ
ス
建

設
実
現
に
向
け
て
活
動
を
始
め
た
。
同
時
に
、

滋
賀
県
、
京
都
府
の
行
政
、
経
済
団
体
を
中
心

に
、
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
も
設
立
さ
れ
た
。

12
月
18
日
、
国
会
で
議
連
の
総
会
を
開
き
、
提

案
さ
れ
た
役
員
人
事
案
、
要
望
書
案
を
審
議
し

了
承
し
た
。
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、
う
え
の

賢
一
郎
衆
議
院
議
員
と
共
同
代
表
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
日
月
滋
賀
県
知

事
、
国
会
議
員
は
じ
め
1
号
沿
線
の
滋
賀
県
下

の
自
治
体
幹
部
は
、
国
土
交
通
省
の
御
法
川
国

土
交
通
副
大
臣
、
財
務
省
の
角
田
主
計
局
次
長

を
訪
ね
、
バ
イ
パ
ス
早
期
実
現
を
要
望
し
た

「
新
し
い
国
道
1
号
バ
イ
パ
ス

建
設
促
進
議
員
連
盟
決
議
の
主
な
要
望
事
項
」

一
．
滋
賀
・
京
都
間
の
国
道
1
号
に
関
す
る
調

査
を
推
進
し
、
バ
イ
パ
ス
建
設
に
向
け
た
計

画
を
早
期
に
策
定
す
る
こ
と
。

一
．
新
た
な
財
源
を
創
設
す
る
と
と
も
に
道
路

整
備
に
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

一
．
災
害
な
ど
に
対
応
す
る
地
方
整
備
局
等
の

体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

が
あ
る
。
11
月
中
旬
に
は
、
青
森
県
ま
で
足
を

延
ば
し
、
深
刻
な
医
師
不
足
に
直
面
す
る
過
疎

地
の
診
療
所
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
賢
明
に
支
え
る
活
動
の
現
場
を
訪

れ
、
率
直
な
意
見
を
伺
っ
た
。
な
お
、
勉
強
会

で
の
議
論
を
取
り
ま
と
め
た
中
間
報
告
書
を
作

成
し
、
報
告
書
は
、
世
耕
幹
事
長
が
、
青
森
選

出
の
大
島
衆
議
院
議
長
、
政
府
の
菅
官
房
長

官
、
西
村
経
済
再
生
担
当
大
臣
、
加
藤
厚
労
大

臣
、
高
市
総
務
大
臣
、
党
の
二
階
幹
事
長
、
岸

田
政
調
会
長
に
手
渡
し
た
。

中
間
報
告
書
は
「
1
・
な
ぜ
、
私
た
ち
は
こ

の
勉
強
会
を
始
め
た
の
か
」「
2
・
地
域
医
師

不
足
に
つ
い
て
」「
3
・
独
居
高
齢
者
、
孤
独

死
に
つ
い
て
」「
4
・
地
域
の
消
滅
・
崩
壊
に

つ
い
て
」「
5
・
今
後
に
向
け
て
の
決
意
」
の

5
章
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
順
次
内
容
を
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

「
近
く
に
医
者
が
い
な
い
」、「
ひ
と
り
で
老

い
て
い
く
」、「
地
域
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ

た
」、「
子
や
孫
の
時
代
に
は
ま
す
ま
す
生
活
が

厳
し
く
な
っ
て
い
く
」。
多
く
の
人
々
が
、
漠

然
と
し
た
不
安
や
懸
念
を
と
も
に
持
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
不
安
を
放
置
せ
ず
、
不
安
を
抱

え
る
人
々
に
政
治
が
丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
あ
え
て
厳
し
い
現
状
に
目
を
向

け
、
現
場
を
歩
き
、
当
事
者
の
生
の
声
を
受
け

止
め
、
解
決
策
を
探
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
参
議
院
自
民

党
は
、本
年
10
月
に
本
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
た
。

門
川
大
作
氏
を
支
援
す
る
確
認
団
体
「
未
来

の
京
都
を
作
る
会
」
の
活
動
拠
点
と
な
る
事
務

所
開
き
が
、
12
月
22
日
、「
作
る
会
」
に
参
加

す
る
国
会
議
員
、
府
議
会
、
京
都
市
議
会
議
員
、

団
体
の
関
係
者
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
市
内

で
選
挙
事
務
所
に
適
し
た
場
所
を
探
す
の
は
困

難
で
あ
る
が
、
格
好
の
物
件
が
見
つ
か
っ
た
。

「
1
・
な
ぜ
、
私
た
ち
は

こ
の
勉
強
会
を
始
め
た
の
か
」
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

山
陰
近
畿
自
動
車
道
大
宮
峰
山
道
路
起
工
式

山
陰
近
畿
自
動
車
道
大
宮
峰
山
道
路
起
工
式

地
域
振
興
に
期
待
を
寄
せ
る
地
元

地
域
振
興
に
期
待
を
寄
せ
る
地
元

山
陰
近
畿
自
動
車
道
は
鳥
取
県
、
兵
庫
県
、

京
都
府
を
繋
ぐ
地
域
高
規
格
自
動
車
道
路
で
、

こ
の
地
域
の
連
携
、
交
流
、
産
業
振
興
、
観
光

振
興
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
高
速
道

路
は
新
幹
線
と
同
様
、
地
方
活
性
化
に
と
っ
て
、

必
要
条
件
で
あ
る
。
平
成
6
年
12
月
に
地
域

高
規
格
道
路
の
計
画
路
線
と
し
て
鳥
取
市
〜
宮

津
市
間
の
約
120
㎞
が
指
定
さ
れ
、
整
備
が
進
ん

で
い
る
が
、
京
都
府
側
の
約
43
㎞
の
う
ち
、
供

用
し
て
い
る
の
は
、
11
㎞
足
ら
ず
で
あ
る
。
地

元
し
て
は
、
1
日
も
早
く
、
京
都
府
側
の
全
面

完
成
を
急
い
で
い
る
が
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
12
月
21
日

に
、
大
宮
〜
峰
山
間（
5
㎞
）の
起
工
式
が
行
わ

れ
た
。
約
5
㎞
で
は
あ
る
が
、
用
地
買
収
に
着

手
し
た
の
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
で
、
用
地
買

日
本
経
済
の
低
迷
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。

『
失
わ
れ
た
30
年
』
な
ん
て
言
葉
が
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
長
引
く
デ
フ
レ
、
成
長
力
の
低

下
、所
得
の
伸
び
悩
み
、な
ど
の
課
題
を
指
す
。

安
倍
政
権
も
こ
れ
ら
の
課
題
に
挑
戦
し
て
き

た
が
、
未
だ
解
決
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

日
本
は
世
界
に
冠
た
る
豊
か
な
国
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
は
そ
う
で
は
な
い
。
子
供

の
7
人
に
1
人
が
貧
困
に
苦
し
む
社
会
。
社
会

人
の
4
割
が
非
正
規
で
働
い
て
い
る
社
会
。
1

人
当
た
り
所
得
は
世
界
30
位
。
生
産
性
は
先
進

国
最
低
。

何
故
こ
う
な
っ
た
の
か
。
ほ
と
ん
ど
の
識
者

が
財
政
や
金
融
の
観
点
か
ら
説
明
す
る
の
に
対

し
、
私
は
全
く
違
う
観
点
か
ら
説
明
し
た
い
。

Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
い
う
ド
イ
ツ
車
は
ご
存
知
で
す

ね
。
日
本
で
も
人
気
の
高
い
高
級
車
ブ
ラ
ン
ド

で
す
。
一
方
、
我
が
国
を
代
表
す
る
自
動
車

メ
ー
カ
ー
と
言
え
ば
ト
ヨ
タ
。

こ
こ
で
両
社
の
最
新
決
算
を
比
較
し
ま
し
ょ

う
。
ト
ヨ
タ
は
売
上
高
30
兆
円
、
純
利
益
2
兆

円
、
販
売
台
数
1000
万
台
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
売
上
高

12
兆
円
、純
利
益
1
兆
円
、販
売
台
数
250
万
台
。

規
模
を
見
れ
ば
ト
ヨ
タ
の
圧
勝
で
す
。

し
か
し
、
1
台
当
た
り
の
数
字
を
見
れ
ば
一

変
。
ト
ヨ
タ
が
1
台
300
万
円
、
利
益
20
万
円
な

の
に
対
し
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
1
台
500
万
円
、
利
益

40
万
円
で
す
。
利
益
体
質
で
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
が
圧
勝

な
の
で
す
。

私
の
言
う
『
価
値
創
造
力
』
と
は
ま
さ
に
こ

の
こ
と
で
す
。
車
以
外
で
も
、
時
計
、
バ
ッ
グ
、

お
酒
、
ホ
テ
ル
、
家
電
、
美
容
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
で
日
本
は
欧
米
の

後
塵
を
拝
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
発
展
途
上
国
で
あ
っ
た
我
が
国
が
人

口
増
に
伴
っ
て
、
大
量
生
産
型
の
製
造
業
で
成

長
し
た
の
は
50
年
前
。
い
ま
や
、
そ
の
分
野
は

中
国
や
韓
国
に
勝
て
な
い
。
か
と
言
っ
て
、
高

級
路
線
で
も
欧
米
に
勝
て
な
い
。
そ
ん
な
中
で

ジ
ワ
リ
ジ
ワ
リ
と
貧
し
く
な
っ
て
き
た
の
が
平

成
の
日
本
で
あ
り
、
こ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出

す
に
は
、
価
値
創
造
型
の
教
育
や
企
業
経
営
に

大
胆
な
変
革
が
必
要
な
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、私
は
ス
ポ
ー
ツ
、観
光
、ア
ー

ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
食
な
ど
こ
れ
ま
で
の
政
治
家

が
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
価
値
創

造
分
野
の
政
策
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
の
で

す
。桜

美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

『
昭
和
・
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
へ

『
昭
和
・
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
へ

〜
価
値
創
造
力
編
〜

〜
価
値
創
造
力
編
〜

収
率
は
ま
だ
僅
か
、
用
地
買
収
が
完
了
後
、
文

化
財
発
掘
調
査
を
行
い
工
期
は
4
〜
5
年
間
は

か
か
る
予
定
で
あ
る
。
地
元
の
強
い
要
望
が
あ

り
な
が
ら
、
用
地
買
収
、
工
事
に
関
す
る
地
元

の
同
意
等
に
手
間
が
か
か
り
、
諸
外
国
の
よ
う

に
工
事
が
順
調
に
進
ま
な
い
の
が
日
本
の
公
共

事
業
の
特
徴
で
あ
る
。
多
く
の
関
係
者
の
理
解

を
得
て
、
1
日
も
早
い
完
成
を
期
待
し
た
い
。

年
明
け
の
令
和
2
年
、
2
月
16
日
に
八
幡

市
、
4
月
26
日
に
京
丹
後
市
長
選
挙
が
実
施
さ

れ
る
。
こ
の
ほ
ど
八
幡
、
京
丹
後
支
部
よ
り
、

自
民
党
京
都
府
連
に
現
職
市
長
の
推
薦
申
請
が

あ
っ
た
。
12
月
20
日
の
自
民
党
京
都
府
連
の
常

任
選
挙
対
策
委
員
会
で
、
3
選
を
目
指
す
八
幡

市
長
の
堀
口
文
昭
氏
、
再
選
に
挑
戦
す
る
京
丹

後
市
長
の
三
崎
政
直
氏
を
早
々
と
推
薦
候
補
と

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

堀
口
文
昭
氏

三
崎
政
直
氏

自
民
党
京
都
府
連
、
早
々
に
推
薦
決
定

自
民
党
京
都
府
連
、
早
々
に
推
薦
決
定

八
幡
、
京
丹
後
市
長
選
挙

八
幡
、
京
丹
後
市
長
選
挙

後援会で講演する二之湯武史
（自民党本部において）

近畿自動車道大宮峰山道路起工式で挨拶する
二ノ湯議員
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正
月
明
け
に
大
津
市
長
選
挙

正
月
明
け
に
大
津
市
長
選
挙

自
民
は
さ
と
う
健
司
氏
を
支
援

自
民
は
さ
と
う
健
司
氏
を
支
援

一
、
11
月
28
日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
主
催
の

茶
会
が
、
京
都
御
所
で
開
か
れ
た
。
招
待
者
は

近
畿
、
そ
し
て
三
重
県
の
各
種
団
体
の
長
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
地
道
な
活
動
を

す
る
人
と
両
陛
下
が
お
会
い
す
る
機
会
は
い
い

こ
と
で
あ
る
。

一
、
中
曽
根
元
首
相
が
亡
く
な
っ
た
。
高
校
、

大
学
時
代
は
中
曽
根
代
議
士
に
傾
倒
し
て
い

た
。
友
人
と
代
議
士
の
選
挙
地
盤
で
あ
る
群
馬

県
藤
岡
市
を
訪
ね
た
こ
と
も
あ
る
。
戦
後
、
選

挙
区
内
を
自
転
車
で
、
駆
け
巡
り
支
援
を
訴
え

た
。
ま
さ
に
政
治
家
の
原
点
で
あ
る
。

一
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
人
道
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
医
師
の
中
村
哲
さ
ん
が
武
装
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
危
険
な
ア
フ

ガ
ン
で
人
々
の
た
め
尊
い
活
動
を
し
て
い
る
人

達
に
何
の
恨
み
が
あ
る
の
か
、
殺
害
者
の
動
機

が
理
解
出
来
な
い
。

一
、
高
齢
者
で
、
転
倒
し
て
死
亡
す
る
人
が
、

年
間
8
千
人
以
上
に
な
る
。
私
も
先
日
、
歩
道

で
躓
い
て
倒
れ
、
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
、
顔

面
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
打
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

寒
い
日
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
歩
く
こ
と

は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
北
朝
鮮
が
重
大
な
実
験
に
成
功
し
た
と
言

明
し
た
。
同
時
に
北
朝
鮮
高
官
が
、
相
次
い
で

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
へ
の
批
判
を
強
め
て
い
る
。

一
方
、
大
統
領
は
、
北
朝
鮮
は
全
て
を
失
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
て
い
る
。
米
朝
関

係
は
ど
う
な
る
の
か
。
目
が
離
せ
な
い
。

一
、
政
治
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
、
皆
様
是

非
と
も
浄
財
を
私
に
献
金
し
て
下
さ
い
と
政
治

家
は
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
を
開
催
す
る
。
そ

の
金
が
不
倫
相
手
の
女
性
の
手
切
れ
金
に
使
わ

れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
券
を
買
っ
た
人
は
、
怒

り
心
頭
に
な
る
。

一
、
首
相
官
邸
の
高
官
が
、
京
都
に
出
張
し
た

際
、
親
し
い
厚
労
省
幹
部
女
性
を
同
伴
し
た
と

週
刊
誌
に
出
て
い
た
。
仕
事
を
終
え
た
後
の
2

人
の
親
密
な
様
子
の
写
真
を
見
る
と
、
た
だ
な

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

大
津
市
長
選
挙
は
、
1
月
12
日
に
告
示
、
19

日
に
投
開
票
さ
れ
る
。
自
民
党
は
県
会
議
員
の

さ
と
う
健
司
氏
を
支
援
し
て
い
る
。
さ
と
う
氏

は
当
選
3
期
、
46
才
の
若
さ
で
あ
る
。
新
し
い

国
道
1
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
議
員
連
盟
の
副

会
長
を
務
め
て
お
り
、
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現

の
為
に
も
、
さ
と
う
市
長
の
誕
生
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

ら
ぬ
関
係
で
あ
る
と
想
像
す
る
。
税
金
で
怪
し

い
出
張
と
は
許
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
、
農
水
省
の
次
官
が
、
息
子
を
刺
し
殺
し
、

懲
役
6
年
の
判
決
が
出
た
。
引
き
こ
も
り
で
、

暴
力
が
絶
え
ず
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
他

人
ば
か
り
か
、
夫
婦
共
の
命
が
危
な
い
と
感
じ

た
よ
う
で
あ
る
。
傍
か
ら
見
れ
ば
、
羨
ま
し
い

家
庭
で
も
人
知
れ
ぬ
悩
み
が
あ
る
も
の
だ
。

第33回　伊勢神宮初詣

◇旅 行 日　令和2年1月13日（月・祝）
◇会　　費　8,500円

新春招福バスツアー

初詣実行委員会
◇申込先　初詣実行委員会（二ノ湯さとし事務所内） TEL(075)315-2228

またはアサカ観光社 TEL(075)821-0650

◇昼食場所　関ドライブイン

昭和天皇がお亡くなりになった昭和64年1月7日、昭和から平成に変わった
歴史的な節目の日に第2回の初詣に行った事が思い出されます。
今回は、令和になって初めての初詣で、記念の伊勢参りです。是非とも
ご参加下さい。参加ご希望の方は早急にお申込みください。

来
年
1
月
号
の
え
と
す
は
、

休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
ノ
湯
　智

参
議
院
議
員

今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も
私
の
政
治

活
動
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
、
春
に

地
方
統
一
選
挙
、
夏
に
は
参
議
院
選
挙

と
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お

陰
様
で
、
ど
う
に
か
京
都
府
連
の
会
長

の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

さ
て
、
皇
位
継
承
に
よ
っ
て
、
時
代
は
平

成
か
ら
令
和
へ
と
移
り
ま
し
た
。
新
し
い

時
代
も
、
穏
や
か
で
、
平
和
な
年
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
来
る
年
が
皆
様
に

と
っ
て
、
健
康
で
幸
せ
な
年
で
あ
る
こ
と

を
お
祈
り
し
て
、
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　令
和
元
年
12
月
吉
日

ご

　挨

　拶

さとう健司氏（略歴）
同志社大学卒、NHK記者を経て大津市会
議員、滋賀県会議員（当選3期）、新しい
国道1号バイパス建設促進議員連盟副代表


